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シリーズ企画「安全というモノ、安心であること」
事故に学ぶ VOL3

リスクと危機管理～旅行会社にとってのBCPの必要性
　
旅
行
会
社
に
と
っ
て
外
部
環
境
の
変

化
は
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
で
し
ょ
う

か
。B
C
P
を
策
定
し
実
効
性
を
上
げ
て

い
る
旅
行
会
社
は
、そ
れ
自
体
が
他
社
と

の
差
別
化
に
な
り
、顧
客
企
業
に
付
加
価

値
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。外
部

環
境
の
変
化
に
よ
る
リ
ス
ク
を
認
識
し
、

危
機
管
理
の
ひ
と
つ
と
し
て
、非
常
時
に

即
時
に
重
要
な
機
能
を
再
開
し
、事
業

を
継
続
す
る
た
め
の
B
C
P
の
必
要
性

に
つい
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

企
業
の
海
外
進
出
は
近
年
も
継
続
し
て

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。自
社
の
コス
ト
削

減
や
為
替
変
動
の
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と

を
主
目
的
に
、2
0
0
0
年
代
を
通
じ
て

製
造
業
を
中
心
と
し
た
中
国
等
への
ア
ジ
ア

進
出
が
顕
著
で
し
た
が
、昨
今
で
は
国
内
で

の
内
需
拡
大
が
見
込
み
づ
ら
い
中
で
、サ
ー

ビ
ス
業
等
の
非
製
造
業
で
も
現
地
の
需
要

を
取
り
込
む
目
的
で
、北
米
や
欧
州
と
いっ

た
先
進
国
への
進
出
も
積
極
的
に
計
画・実

施
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
、「
ク
ー
ル・ジ
ャパン
戦
略
推
進
事

業
」の
実
施
に
よ
る
海
外
展
開
が
拍
車
を
掛

け
、日
本
の
ファッ
ション
、食
文
化
、ア
ニメ
や

マン
ガ
等
に
よ
る
外
需
の
取
り
込
み
を
期
待

す
る
動
き
と
相
俟
って
、企
業
の
海
外
進
出

を
後
押
し
す
る
要
因
に
なって
い
る
と
も
言

え
そ
う
で
す
。

一方
で
、企
業
の
海
外
進
出
は
、欧
州
金
融

危
機
や
為
替
変
動
、日
中・日
韓
関
係
の
悪

化
等
の
情
勢
の
変
化
の
際
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、企
業
の
海
外
進
出
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
が
ニ
ー
ズ
と
と
も
に
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

〈
Ｂ
Ｔ
Ｍ（B

usiness T
ravel 

M
anagem

ent

）の
ニ
ー
ズ
の
顕
在
化
〉

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、B
T
M
に
つい

て
も
単
な
る
出
張
手
配
や一元
管
理
に
よ
る

効
率
化
、コス
ト
の
削
減
、利
便
性
の
向
上
に

留
ま
ら
ず
、企
業
に
とって
の
危
機
管
理
や
、

出
張
者・企
業
に
対
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベル

で
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
いっ
た
質
の

高
さ
も
必
然
的
に
求
め
ら
れ
る
も
の
に
なっ

て
い
ま
す
。

企
業
に
と
っ
て
の
危
機
管
理
の
ひ
と
つ

に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ（B

usiness 
Continuity Plan 

＝
事
業
継
続
計
画
）

で
す
。

不
測
の
事
態（
危
機・災
害
）な
ど
の
発
生

に
よ
り
通
常
の
事
業
活
動
が
中
断
し
た
場

合
に
、優
先
す
べ
き
業
務
を
継
続
さ
せ
、許

容
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
レベル
を
保
ち
、か
つ
許

容
さ
れ
る
期
間
内
に
再
開
で
き
る
よ
う
に
、

組
織
体
制
、事
前
準
備
、非
常
時
の
対
応
方

法
な
ど
を
規
定
し
た
実
行
計
画
で
す
。Ｂ
Ｃ

Ｐ
を
旅
行
会
社
自
身
が
策
定
し
実
効
性
を

上
げ
る
こ
と
で
、顧
客
企
業
への
付
加
価
値

を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。B
C
P

策
定
の
プ
ロ
セ
ス
は
次
の
通
り
で
す
。

S
T
E
P
1
.
B
C
P
基
本
方
針
の
策
定

B
C
P
の
目
的
の
明
確
化
、考
え
方
を

整
理
し
ま
す
。

S
T
E
P
2
.
非
常
時
優
先
業
務
の
特
定

す
べ
て
の
業
務
を
洗
い
出
し
、非
常
時
に

優
先
す
べ
き
業
務
を
抽
出
し
ま
す
。

S
T
E
P
3
.
非
常
時
優
先
業
務
の
目
標

復
旧
時
間

業
務
の
必
要
性
、緊
急
性
の
観
点
か
ら
、

①
直
ち
に
着
手
す
べ
き
業
務〈
初
動
対
応
〉、

②
1
日
〜
3
日
以
内
に
着
手
す
べ
き
業
務

〈
即
時
対
応
〉、③
1
週
間
以
内
に
は
着
手

す
べ
き
業
務〈
復
旧
対
応
〉の
3
つ
に
区
分
し

ま
す
。

S
T
E
P
4
.
非
常
時
優
先
業
務
の
分
類

業
務
プ
ロ
セ
ス
と
リ
ソ
ー
ス（
人・物・情

報
）を
洗
い
出
し
、①
非
常
時
に
も
問
題
な

く
実
施
可
能
な
業
務
、②
非
常
時
に
は
実

施
が
難
し
い
業
務
、③
非
常
時
の
み
に
実
施

す
る
業
務
の
3
つ
に
分
類
し
、②
に
つい
て
非

常
時
に
も
実
施
で
き
る
よ
う
に
必
要
物
資

の
用
意
、マニュア
ル
の
作
成
、代
替
要
員
の

確
保
と
いっ
た
対
策・戦
略
を
講
じ
て
お
き

ま
す
。

S
T
E
P
5
.
B
C
P
基
本
文
書
作
成

目
標
、組
織
、行
動
計
画
、対
策
の
計
画

を
文
書
化
し
ま
す
。

B
C
P
策
定
後
は
、充
分
な
対
策
を
講

じ
、事
前
準
備
と
訓
練
の
実
施
に
よ
り
実
効

性
を
上
げ
、お
客
様
に
いつ
で
も
安
全
で
安

心
な
旅
を
お
届
け
で
き
る
体
制
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

（
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社

　
旅
行
業
営
業
部
）

※BCPとは、Business Continuity Plan＝事業継続計画のことです。


